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は じ め に 

 

感染症発生動向調査事業は、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（以

下「感染症法」）」に基づき、感染症発生状況を把握・分析し、情報提供することにより、感染

症の発生及びまん延防止を図ることを目的としています。 

まず、新型コロナウイルス感染症については、令和 5年 5月に感染症法上の分類が 5類に移

行後も、人が移動する機会の多い時期に感染者が増加する傾向が認められています。当セン 

ターでは、インフルエンザ／新型コロナウイルス感染症定点医療機関の御協力により、現在も

ゲノム解析に取り組み、県内の変異株の監視を継続し、流行株の推移を注視しているところで

す。 

さて、2023年の当県における感染症発生動向としましては、多くの感染症が増加傾向に

転じました。 

このうち、全数把握対象疾患では、劇症型溶血性レンサ球菌感染症、梅毒、百日咳が例年

よりも増加し、定点把握対象疾患では、RSウイルス感染症、咽頭結膜熱、A群溶血性レン

サ球菌咽頭炎、ヘルパンギーナの増加が認められました。 

感染症発生動向調査事業は、有効な感染症対策を的確に行うため、明確なエビデンスと

して利用される大変重要なものです。そのため、実施主体である保健製薬環境センターの

役割と責任は、ますます重要であると考えております。感染症対策の一層の強化と充実を

図るため、海外からの情報を含め健康危機に関する情報を常に把握し、今後も状況の変化

に応じ、迅速かつ的確な調査と情報提供を行えるよう、疫学情報部門と検査部門との連携

のもと、事前対応型の業務推進に努力してまいります。 

このたび、2023（令和 5）年における徳島県の感染症情報を整理し、年報を作成しました

ので、感染症対策の資料として御活用いただければ幸いです。 

なお、この事業の実施にあたり、御尽力をいただきました県内各医師会、定点医療機関、

保健所等の関係者の皆様に深く感謝を申し上げますとともに、今後も本事業の推進になお

一層の御指導、御協力をいただきますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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